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胃癌骨転移例20例を検討 した。胃癌は肉眼型ボルマン3型 ,占居部位胃中部～胃上部,組織型 porで

lyの高度なものが多かった。骨転移の症状 としては腰背部痛が,転 移部位 としては脊椎骨が最 も多

かった。血中 ALPは 114/1に高値を示 したが,骨 由来の isozyme,ALP3が 高値を示したのは 2例 にす

ぎなかった。血中 CEAは 40%(6/15)に ,血 中 hCGは 71.4%(10/14)に 高値を示し,血 中 hCGは

胃癌骨転移の有用な腫瘍マーカーであった。その他,骨 転移の転移経路などについて考察を加えた。

索引用語 :胃癌骨転移,alkaline phOsphatase,carcinoembttonic antigen,human chOrionic gonadotrOpin

はじめに

胃癌診断学の発達や胃癌集団検診の普及などによ

り, 胃癌, とりわけ早期胃癌の発見が増加 し,胃 癌手

術成績の向上がみられている。 し かし,そ の一方で肝

臓や腹膜などに広範に転移 し,外 科治療のみでは根治

せしめえない進行症pllも数多 く存在する。

骨転移を起 こした胃癌 もこのような症例に含 まれ

る。今回,著 者 らは教室で経験 した胃癌骨転移例を検

討し,若 子の知見をえたので報告する。

対象 と方法

対象は過去13年間に教室で経験 した胃癌骨転移例20

例で,そ の うちわけは, 胃癌治癒切除後骨転移再発 7

例(絶対治癒切除 1例 ,相 対治癒切除 6例 ),非 治癒切

除 6例 (相対非治癒切除 14/11,絶対非治癒切除 5例 ),

非切除 7例 である。これらについて,原 発巣の臨床病

理学的特徴,胃 癌の進行程度,臨 床検査値,骨 転移の

症状・部位などを検討した。血清 alkaline phosphatase

(ALP)は 全例に測定され(SSCC準 拠,正 常値80～271
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IU/′),うち8例では寒天ゲル法にてALP isozymeが

源J 定された。また血 中c a r c i n o e m b r y o n i c  a n t i g e n

(CEA), human chOrionic gonadotropin(hCG)ヤ よそ

れぞれ15例,14例に測定され,血中CEAは Dinabot社

製 RIA Kitに て,血 中hCCは ミドリ十字社製 RIA

Kitにて測定され,そ れぞれ5ng/ml,10mIU/mi以 下

を正常値とした。なお,用語は胃癌取扱い規約1)に従っ

ブと,

結  果

1)胃 癌骨転移711の頻度 。年齢 ・性別

当科で過去13年間に経験 した胃癌症例は953例で,骨

転移の頻度は2.1%(20/953)で あった。年齢は30～73

歳,平 均55歳で男性15人,女 性 5人 ,男 女比は 3:1

であった。

2)胃 癌の肉眼型 (ボルマン分類)・占居部位

胃癌の肉眼型では,ボ ルマン2型 6例 , 3型 8例 ,

4型 5例 ,5型 1例 で,ボ ルマン3型 が最も多かった。

占居部位では Cが 6例 と最も多 くみ られ,MCAの 全

体痛を含めると,204211中16例が胃中部～胃上部癌で

あった。

3)胃 癌の壁深達度 ・組織型,脈 管侵襲
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表 1 胃 癌骨転移例の各要因別特徴 (1)

壁深達度は,pmの 1例 を除 くと全例 ss以上であ

り,S3が 5例,siが 3例に認められ,20例中8例 に他

臓器浸潤が認められた。組織型では,porが14例にみら

れ,低 分化型腺癌が多かった(表1).脈 管侵襲の程度

を胃切除術が施行された13711について表 2に 示した

が,lyの 高度な症例が多かった。

4)胃 癌の進行程度

胃癌手術時の進行程度を表3に示した。肝転移が3

例,腹 膜播種が7例に認められ, リンパ節転移の高度

な症例が多かった。骨転移診断時では,肝転移が5例,

腹膜播種が7例, リンパ節転移 N4が 14例に認められ,

その他肺転移が 1例,皮 膚転移が2例 にみられた.

5)骨 転移の症状 ・部位

骨転移の初発症状は,腰 背部痛が最も多く17例にみ

られ,そ のほかには手指のしびれ感,肋 骨痛,下 肢運

動障害などが認められた (表4).

骨転移の診断は骨 X線 ,99mTc‐MDPを 用いた骨ス

キャンなどによりなされ,それぞれの正診率は,53.8%
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表 4 骨 転移による症状

腰背部痛

手指のしびれ感

肋骨痛

下肢運動障害

17例

1例

1例

14/1

表 5 骨 転移の部位

単発性 (限局性) 4例

多発性      16例

(びまん性)    3例

頭蓋骨  7例     肋  骨

肩甲骨

大腿骨

下腿骨

上腕骨

前腕骨

(7/13),94.6%(16/17)で あった。

骨転移の部位を表5に示した。単発性 (限局性)の

骨転移は4例 にみられ,そ の他16例は多発性転移で

あった。また,多 発性骨転移16例のうち3例 は,び ま

ん性骨転移であった。転移部位としては,椎 骨が20例

中15例75%と 最も多くみられ,次 いで大腿骨,肋 骨,

腸骨,頭 蓋骨の順に多くみられた。

6)血 清 ALP値

血清ALP値 は,20例 中16例に高値を示した。しか

し, そのうち5例 でヤよ,GOT,GPT,LDHや LAP,

bilirubinなども高値を示しており,骨 転移のみによる

ものとは考えにくいため,残 り11711の血清ALP値 を

検討した (図1).血 中ALP値 は5001U/Lか ら3,000

1U/Lま でに分布するものが多かったが,な かには

9,8211U/Lの著しい高値を示すものもあった。また,

臨床経過と相関し,腫 瘍マーカーとなりえた症例もみ

られため.血 清ALPお ozymeの 測定は,血 清ALP高

値を示す11例中 8例 に行われた(表6).骨 由来のiso‐

響meで あるALP 3は 2例 にのみ高率であり,他 の6

711ではいずれも肝由来のALP 2が 高率であった。

7)腫 瘍マーカー

血中CEA,hCG値 の推移を図 2,3に 示した,血 中

CEAは ,骨 転移再発例で67%(4/6),非 治癒手術例。

非切除例では22.2%(2/9)の 陽性率であった。一方,

血中hCGは ,お のおの80%(4/5),66,7%(6/9)と

高い陽性率を示した。血中hCGが 高値を示した10例中

7例 はhCGの み高値であり,相対非治癒手術例の 1例
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表 3 胃 癌手術時の進行程度
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骨転移例における血中hCG値 の推移図 1 骨 転移例の血清 ALP値

正付範囲

図 2 骨 転移例における血中CEA値 の推移

を含む骨転移再発例 6例中5例が,骨 転移再発ととも

に血中hCGが 高値を示し,血 中hCGは 骨転移の有用

な腫瘍マーカーであった。図4は 56歳女性の臨床経過

を示したもので,1986年 5月 1日, 胃癌の診断にて開

腹, 胃亜全摘術が施行された。術中ゲフリールにて大

42(2518) 胃癌骨転移例の検討

図 4 56歳女性の臨床経過
・０
８
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動脈周囲リンパ節に転移を認めたため,左 腎授動術に

よる大動脈周囲リンパ節郭清が行われた。HoPoN4Sl

Stage IV相 対非治癒手術であった. 9月 に入り血中

hCG値 の増加がみられ,そ の後腰痛が出現した。骨シ

ンチにて多発性骨転移と診断され再入院,化 学療法が

施行されたが10月19日死亡した。血中CEA値 は終始

低値であり,hCGの みが腫瘍マーカーとなった症4211で

あった。

8)治 療

20例全例に種々の化学療法や免疫療法,放射線療法,

さらに温熱療法などが施行された。化学療法は20例全

frllに行われ,MMCや 5‐FUま たはその誘導体が主に用

いられ,他 の薬剤としては10例にCDDPが , 5例 に

ADMが 用いられた。免疫療法ではOK‐432が6例 に,

PSKが 3711に用いられた。放射線療法は疼痛軽減の目

的にて4例 に,ま た温熱療法との併用にて1例施行さ

れた。疼痛の改善などの治療効果は3例に認められ,

いづれも化学療法のみ施行された症例で,そ れらはそ

れぞれCDDPttMMC,CDDP+5‐ FU,ADMttMMC

(Angiotensin H併用)が用いられた。このうち最後の

症例では治療により腰痛の消失とともに,骨 スキャン

上病変の縮少も認められ,お よそ2カ月間の退院生活

〇:お癒切ほ後再発例

●,非治癒切除例
▲1非 強 例

表 6 骨 転移例の血清 ALP IsOzylne

薄 軍 1 2 4 5

1 26 3 22 9

7 5 26 2

3

24 6

5 32 9

20 5

7 1 7

(%)



図5 胃 癌骨転移例の累積生存率
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を送ることが可能であった。

9)予 後

骨転移例の手術時からの生存率と,骨 転移診断時か

らの生存率を図 5に 示 した。生存率は,Kaplan‐Meier

法にて算出した。手術時からの 1年生存率は20°/c,ま

た骨転移診断時からの 3カ 月生存率33%,6カ 月生存率

11%と 極めて予後不良であった。

考  察

胃癌の骨転移は リンパ節,肝 に次いで多 く,そ の頻

度は1.2%め～19.5%。と報告されている。リンパ節,肝

への転移経路がそれぞれ リンパ行性,血 行性(門脈型)

と考えられているのに対し,骨 転移ではその転移経路

すら明らかではない。

骨 (骨髄)に は,い まだ リンパ管が発見されておら

ず, リンパ管系が存在 しないと考えられていることD

より骨転移は血行性転移 と考えられている.瀬 戸 らの

は,胃 癌骨転移例が胃体部癌に多 く,骨 転移例の69%

が肝転移を有しないことより,転 移様式 として脊椎静

脈系の関与を,山村 らのは,さ らに骨転移例では ly(十)

が多 くリンパ節転移の高度な症例が多いことより, リ

ンパ行性に胸管を経由して大循環系へ入る経路の関与

をも推察 している。一方,竹 林ら助は,胃 癌の血行性転

移例を検討し,肝 転移は髄様型増殖パターンを示す胃

癌で起こりやす く,低 分化型の硬性型の癌では,癌 細

胞が single cёllとして血中に入 りやすいため,第 1の

フィルターである肝を通過 して しまい第 2・第 3の

フィルターとして肺や骨に転移するのではないかと述

べている。

自験例では, 胃癌の占居部位では,胃 中部へ胃上部

癌が16例と多 くを占めたものの,胃 下部癌でも骨転移

がみられ,肉 眼型では,ボ ルマン3・ 4型 が13frllと多

くを占めていた。また,組織型では低分化型腺癌が70%

43(2519)

を占め,脈管侵襲ヽlyの高度なものが多かった。進行

程度では,胃癌手術時,肝転移が3例であったのに対

し,リ ンパ節転移 N4が 10例と高頻度であった。これら

のことを考え合わせると骨転移の経路 として以下の 4

つが考えられる。まず第 1に ,門 脈系より肝臓を通過

して大循環系へゆく経路,第 2に ,リ ンパ行性に N4リ

ンパ節より胸管を経て大循環系へ入る経路,第 3に ,

門脈系 と奇静脈系 との交通,ま たは N4リ ンパ節より

奇静脈系に入 り大循環系へ入る経路,最 後に問脈系

～奇静脈系から脊椎静脈系へ入る経路である。脊椎静

脈系は無弁であ り, しかも門脈 ・奇静脈系と吻合して

いること11)から,これらのバイパスの機能を有 し,種々

の機転により癌細胞が脊椎静脈系へ入ることは十分あ

りうることと考えられるい。ところで,自験例の うち4

例が単発性の転移であ り,そ れらの転移部位がいずれ

も胸 ・腰椎であったこと, また転移部位 として椎骨が

最も多かったことは,胃 癌の骨転移に脊椎静脈系が深

く関与していることを示唆させるものである。一方,

他の16例は多発性転移であ り,脊 椎静脈系 とは無関係

の肋骨や大腿骨,肩 甲骨などにも多数の転移を認めた

ことは,第 1か ら第 3の いずれの経路であれ,大 循環

系からの転移経路も大きな比重を占めていることを示

すものと考えられた。

骨転移の診断に際し,臨 床検査 として血清 ALPが

有用であることは周知の事実であるが,ALP isozyme

にまで言及した報告はみられない。血清 ALPは ,自験

例20例中11911に高値を示 し,骨 転移の診断に有用で

あったが,ALP isozymeを 検討してみると,ALP iso‐

zymeを 測定 しえた 8例 中 2例 が骨 由来の isozyme

であるALP3の 高値を示 したにすぎず,他 の 6例 では

いずれも肝由来の isozyme,ALP 2が 高値を示してい

た,さ らに,うち 1例 では血清 ALP値 が臨床経過 と相

関し,組 織学的に ALP産 生が証明され腫瘍マーカー

とな りえた症例 もみられたり.腫 瘍が産生するとされ

るALP isozymeに は ALP I(肝 癌)1のとALP 4(胃

癌
11)など)力 あ`り,ALP 2は 腫瘍からは産生されない

とされている12)が,著者らの成績は,腫瘍からの ALP2

産生の可能性を示唆するものであり,今 後さらに検討

を重ねてゆきたいと考えている。

胃癌の病期,再発,予後を知る上で,血中 CEA,hCG

を測定することは有用であり1ゆ
.骨 転移例では,血 中

CEAは 40%(6/15)に ,hCGは 71.4%(10/14)に高

値を示した.特に血中hCG陽 性率は,骨転移陰性の非

治癒手術例・再発例の25.0%(19/76)の陽性率に比べ,



有意 (p<0.005)に 高率であった1。
.血 中 hCG高 値を

示 した10例中 7例 が,hCGの み高値を示したこと,相

対非治癒切除例 1例 を含む骨転移再発 64/1中5例 が骨

転移再発とともに,またはそれに先行し血中 hCG値 の

上昇がみられていることより,血 中 hCG値 は,胃 癌骨

転移の有用な腫瘍マーカーと考えられた。

骨転移に対する治療 としては,放 射線治療が疼痛の

軽減に有用だとする報告が多 く1'1。
,化 学療法は無効

とするものが多いが, 自験例では,疼 痛の軽減 ・消失

など効果のみられたもの 3例 は,い づれも化学療法施

行例であった。

ま と め

胃癌骨転移20421を検討 し以下の結論を得た。

1.胃 癌骨転移例は,肉 眼型ボルマン3型 ,占 居部位

胃中部～胃上部,組 織型 porで lyの高度なものが多

かった,

2.骨 転移の症状としては,腰 背部痛が最も多 く,転

移部位 としては脊椎骨,つ いで大腿骨,肋 骨,腸 骨の

順に多 くみられた。

3.血 清 ALPは 11例に高値を示 したが,ALP iso‐

zymeを 測定 しえた 8例 中 6例 が肝 由来の isozyme

であるALP 2が 高値を示した。

4.血 中 CEAは 40%(6/15)に ,血 中 hCGは 71.4%

(10/14)に高値を示 した。骨転移再発例 6例 中 5例 が,

骨転移再発 とともに血中 hCGが 高値 を示 し,血 中

hCGは 胃癌骨転移の有用な腫瘍マーカーであった.

胃癌骨転移4/1の予後は不良であったが,化 学療法の

奏功例もみられ,骨 転移例 といえど積極的な化学療法

が望まれる。
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